
１．問題と目的

池島ら（2004）は、人間関係形成能力の育成を意図

したピアサポートプログラムの開発を2003年度から開

始し、欧米で行われているような特定の子どもに対し

て行うピアサポートトレーニングではなく、学級の子

どもたち全員を対象に行うプログラムの開発を試行し

てきた。学級の子どもたちに導入していくと、児童の

友人関係や学習意欲に有意な傾向がみられるなどの効

果が得られてきている。（池島 2004）

ピアサポートは、「子どもたちが悩みを抱えたり、

困ったりしたときに友だちに相談することが最も多い

という事実（Carr,R 1980）」に基づいて行われる活動

である。困っている人を助けようとする子どもの自然

な援助資源を生かし、支援する側、される側双方に

「他者を思いやることを学ばせるための一方法

（Cole,T 1999）」として意義のある活動である。専門

的な役割をもつスタッフ（教師）やプロフェッショナ

ルカウンセラーでは行き届きにくい子どもの微妙な領

域に、身近にいる子どもたちが援助の手を差しのべる

ことができるように傾聴スキルなどの獲得を意図した

活動を展開していくことは極めて有益である。

イギリスでは、いじめ解決の一方法としてピアサポ

ートが大きな成果をあげ、いじめの解決は言うに及ば

ず、ピアサポーター側においても、自己有用感の形成

に役立っている（Cowie & Sharp 1997）。

Cowie & Sharp （1997）によると、ピアサポート

による同輩支援システムは、「若者たちがもっている

共感的にケアするという潜在能力をより促進するた

め、若者の内なる資質のうえに組みあげられる仕組み

である」とピアサポート活動のコンセプトについて言

及し、ピアサポート活動の内容として、次の３つをあ

げている。

Table１に示したように、ピアサポート活動を学校

システムのなかに導入していくためには、同輩支援と

いう観点から、①友だちづくり（Be-friending）②相
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談活動（Counseling approach）③対立解消（Conflict

Resolution）の３つのアクティヴィティーを、同輩支

援メニューとして導入していくことが必要であるとい

える。

池島（1997）が、いじめなどのない学級づくりを進

めていくには、学級の子どもたちのなかで生じる「ピ

アプレッシャー（仲間の圧力）」をできるだけ取り除

き、親和的な学級を形成していくことが不可欠である

ことを指摘したように、予防的・開発的な観点からの

アプローチが今日の学校教育で求められよう。

本研究で取り上げる「対立解消」は、どちらかと言え

ばこれまで、問題が発生したあとの事後指導としてとり

あげられる様相が強かったといえる。その際、使用され

るコーピング（対応）スキルは、たいていは「説教」や

「説諭」が中心であったといっても過言ではない。

今般、ピアサポート活動の学校教育への導入にあた

っては、西山（2004）が述べるように「（ピアサポー

トは）即時的で予防的な分野で支援する活動である」

という視点をもって、対人関係を育む機会を学校教育

に導入し、社会性の育成を全面的に押し出していくこ

とが必要であろう。

例えば、けんかが起こったときに、けんかしている

両者の言い分を十分に聴き合って、互いに損のない解

決策（WIN-WIN Solution）が見いだせるような援助

方法を学習しておくことは、より豊かな人間関係を形

成していくことにつながる。

子ども同士のちょっとしたもめ事やけんかは、学校

生活では日常的に起こっている。しかし、これらの問

題の解決には時間がとられることが多く、多忙な教師

にとっては悩みの種となっている。

しかし、教師が最も苦慮しているのはその対応の方

法であることが多い。子ども同士の対立問題に対し、

適切に対応できる「対立解消スキル」を教師自身がも

っておらず、一方的な説教で終わってしまっているこ

とも少なくない。当事者の言い分を十分に聴かずに、

すぐに善悪の判断を下したり、あるいは相互の言い分

も十分に聞かずにけんか両成敗的に指導してしまった

りしているなどである。挙げ句の果てには、当事者間

（子ども同士）の問題が、いつの間にか仲裁に入った

教員との問の問題にすり替わってしまうことも少なく

なく、新たな問題を発生させてしまいかねない。そし

て、子ども・保護者との人間関係に禍根を残すといっ

た状況も散見される。

対立解消スキルの導入にあたっては、傾聴スキルの

訓練など一連のピアサポートプログラムのなかで行わ

れることが必要である。Cole,T （1999）が指摘する

ように、「ピアサポート活動は、コミュニケーション

スキルによるところが大きい」ためである。

また、Cowie & Sharp （1997）が示した、「友だち

づくり（Be-friending）」の活動を取り入れていくこ

とも必要である。それは、子どもたちは、学級のなか

で強いピアプレッシャー（仲間の圧力）を抱いている。

少しでもそれを取り除くために、日頃から心理的な緊

張を和らげる、Be-friending活動を取り入れていくこ

は必要であろう。

そこで本研究では、以上の視点を踏まえ、対立解消

スキルの獲得を目的とした、一連のクラスワイド・ピ

アサポートプログラムを小学校６年生の学級に導入

し、その展開のプロセスについて検討を試みる。

２．実践事例

２．１．対象

Ａ県公立小学校６年生Ｂ学級児童（33名：男子17名、

女子16名）

２．２．実施者

教職歴24年の男性担任教師

２．３．プログラムの導入領域

国語の時間及び総合的な学習の時間、学級活動の時

間を相互に関連させながらに、一連のクラスワイド・

ピアサポートプログラム（Table２）を（全10セッシ

ョン）導入した。１セッションは45分である。

２．４．各プログラムのねらい

①相手の話に反応しながら傾聴できる。

②さわやかな自己表現ができる。

③仲間の相談に入ることができる

④対立解消の方法が分かる。

⑤獲得した対立解消スキルを使い、ピアサポート活

動を実際に行う。

池島　徳大・倉持　祐二・橋本　宗和・吉村　ふくよ・松岡　敬興

134

Table１　ピアサポート活動の内容

Cowie & Sharp（1997）



２．５．プログラム導入の手続き

人間関係形成能力を高めるためのクラスワイド・ピ

アサポートプログラム（全10回のセッション）を開発

し、担任教師が実施。実施期間は、２学期の修学旅行

終了後以降である。今年度の折り返しの時期でもあり、

学校の最高学年として、またリーダーとして下級生に

模範を示していく時期でもあると考え、校内で起こっ

ている「対立場面」を取材し、実際に対立解消を図る

ピアサポート体験学習を行った。

♯１～４は、国語科の指導内容である「話すこと・

聞くこと」領域と関連が深いために、国語科の時間に

行った。

♯５～７は、総合的な学習の時間に、「戦争と平和」

をテーマにしたミュージカルの練習と平行して行っ

た。

♯８は、学級活動の時間に行い、♯９～10は自主学

習として対立解消の事例収集を行い、主に帰りの会や

朝の会などでその収集した事例をもとに、対立解消が

図られているかをロールプレイングで考えさせた。

♯１～８までの学習においては、主として、ウォー

ミングアップ、インストラクション、モデリング、リ

ハーサル、フィードバックの順序で実施した。

ウォーミングアップでは、毎時、心を開きリラック

スした状態にするために、ゲーム的な要素を取り入れ

雰囲気を高めた。インストラクションでは、本時の学

習目標を伝え、「詩」などを読むことでセッションの

ねらいに近付けた。モデリングでは、教師や代表児童

によるロールプレイングを取り入れ、身につけたいス

キルを全員がリハーサルできるようにした。フィード

バックでは、気付きや感じを「心の扉を開いて」と題

した200字詰め原稿用紙に記し、それを読み合い、本

時の学習の振り返りを行った。

２．６．♯１～６各セッションにおける児童の反応

（１）＃１～＃４におけるピアサポート学習

＃１～＃４においては、傾聴・応答・自己表現につ

いて学習した。一人ひとりが自分の聞き方や受け答え

について振り返ることができた。振り返り用紙に示さ

れた子どもの振り返りを示す。

＜Ｏ子＞

私は、今日勉強したことで、上手に断ることや、相手を

励ますことのできる言葉、相手の気持ちを理解する大切さ

がよく分かりました。私は、今まで上手に断れなかったと

きもあったけれど、今日勉強したようにちゃんと断らなけ

ればならないときは、相手にきちんと伝えたいと思います。

それに、友達が悩んでいたら、まじめに相手の気持ちを考

えて話せるようにがんばりたいです。今日習ったことは、

大人になってもずっと役に立つことと思います。

＜Ｐ男＞

ＦＥＬＯＲ（注：Cole,T（1999）が傾聴モデルとして、示

しているもの。Facing<顔を向ける>,Eye- contact<相手と

視線を合わせる>,Lean<相手に身体を傾ける>,Open<開か

れた姿勢で心を開く>,Relax<ゆったりと>の頭文字をとっ

たもの。）などを学んで感じたことは、相手にいやな気持

ちを与えないような応対をしようということです。攻撃的

でも消極的でもなく、自分の気持ちを相手にしっかりと伝

えたいと思いました。これからは、ＦＥＬＯＲなどを生か

して応対し、みんなに自分の気持ちを正しく伝えられたら

なあと思いました。これをみんながしていけば、戦争はお

こらないと思いました。そして、けんかもなくなると思い

ました。

「傾聴・応答・自己表現」の各スキルについて、現

在のところ系統的なカリキュラムがまだ整備されてい

ない状況にある。児童が語っているように、相手を励

ますことのできる言葉の獲得や、攻撃的でも消極的で

もなく自分の気持ちを相手にしっかりと伝えることの

できるスキルの獲得は、人間関係形成能力を高める上

で極めて大切なものである。知識で分かるレベルだけ

ではなく、積極的に各スキルの獲得のためのトレーニ

ングを、体験学習を通して行っていくことがピアプレ

ッシャーを取り除いたり、お互いが思いやりを高め合

ったりしていくことにつながっていくのである。

（２）＃５～６におけるピアサポート学習

＃６においては、小林・相川（1999）が作成した

「下級生のＡ君からの手紙（Table３）」を提示し、そ

の相談に手紙という伝達手段で応じるという演習を導

入した。下級生のＡ君からの手紙に返事を書くことに

人間関係形成能力を高める対立解消プログラムの学級への導入とその展開

135

11 /5 

11 /10  

11 /12  

11 /17  

11 /19  

11 /24  

11 /26  

12 /1 

12 /3 

10  12 /8 

Table２　ピアサポート・対立解消導入プログラム



よって、これまでに学習してきた「傾聴、応答、さわ

やかな自己表現（提案）」のスキルの獲得を確認した。

Table３　下級生のＡくんからの手紙

Bくんは、ぼくの家の近くに住んでいます。だから、学

校からよくいっしょに帰ります。半年前に、Bくんは足の

骨を折ってしまったために松葉づえを使うことになりまし

た。

松葉づえでランドセルを背負うのは大変です。だから、

ぼくはBくんのランドセルを持ってあげることにしまし

た。そのときは、Bくんもとても喜んでくれました。

しかし、Bくんは足がなおっても、ぼくにランドセルを

持ってくれと言います。ぼくが断ろうとすると、「なんで、

おれのランドセル持ってくれへんねん」と、どなってくる

のです。ぼくは、こわくてしかたなく、持ってあげること

にしました。

いつも持たされるので、一度いやな顔をすると、なぐら

れそうになりました。それ以来、ぼくは毎日Bくんのラン

ドセルを持っています。

ぼくは、いやでいやでたまりません。どうしたらいいで

しょうか。

下級生のＡくんからの手紙に対して、返事が書かれ

た。以下、代表的なものを示す。

＜六年生のＣさんの返事＞

Ａくんは、ランドセルを持ってと言われて、今とてもい

やな気持ちになっているんだね（傾聴）。それで断るとい

やなことを言われたり、なぐられそうになったりしたんや

ね（傾聴）。こわいと思うけれど、勇気を持って一度「足

も治ったんだから、ランドセルは自分で持ってよ。」と言

ってみたらどうかなあ（提案）。きっと、Ｂくんも分かっ

てくれて、ランドセルを自分で持つようになるんじゃない

かな。それでもうまくいかなかったら、また、私に相談し

てね。

＜六年生のＤ男君の返事＞

Ｂくんがけがをしたときにランドセルを持ってあげたの

は、とてもよいことですね（応答）。Ｂくんもとてもうれ

しかったはずですよ（応答）。でも、けがが治っているの

に「ランドセルを持って」とＢくんに言われて、今とても

いやな気持ちになっているんだね（傾聴）。Ａくんがいや

だと思っているんだから、Ｂくんのランドセルは持たなく

てもいいと思います（応答）。勇気を出して言ってみたら

どうですか（提案)。それでもだめなら、お母さんや学校

先生に相談したらいいと思います（提案）。Ｂくんもきっ

と分かってくれると思うよ。

問題解決の相談にあたっては、まず、相手の気持ち

を十分に受けとめて聴いてあげること（傾聴）。そし

てその気持ちを汲んで返してやること（応答）が獲得

スキルとして必要である。そして、いま語られた事実

を描写し、そのときの気持ち（くやしいとか悲しい気

持ち）を返してやるのである。Ｃさんの応答で言えば、

「Ａくんは、ランドセルを持ってと言われて（事実）、

今とてもいやな気持ちになっているんだね（感情）」

となる。それで相手は相当冷静になる。そして、その

上にたって、解決ができるように少し新しい提案をし

てみる（さわやかな自己表現・提案）のである。その

ようなことができるように、手紙を書くという活動が

導入された。相手の気持ちを受けとめ問題解決に当た

っていくことを学ぶ活動である。

２．７．＃７～10における対立解消（Conf l i c t

Resolution）プログラムの導入

♯７から「対立解消」を取り上げた。これまでのセ

ッションでは、主に相手（一人）に対しての関わり方

を学習し、傾聴、応答、自己主張のスキルの獲得をね

らってきたものである。

今回取り上げた「対立解消」スキルは、Brown,D

（2003）の“AL'S Formula for Peer Mediation”が

もとになっている。Mediationとは、「仲裁」のことで

ある。対立している場面に、Peer Mediator（ピア

ミディエーター）が、和解策を見出す手助けをし、対

立が解消されるようにもっていく手法である。そのた

めのトレーニングを行うわけである。

実際のところ、現在日本ではこのような対立解消ス

キルは、教師研修にほとんど取り上げられていない。

（前田ら2003）

本セッション（対立解消スキル）が導入されるまで

に、担当教員をはじめプロジェクト研究構成員全員に、

対立解消プログラムの事前トレーニングが、全５時間

実施された。

以下、Table ４・５に、子ども及び担当教員に示され

た、Brown,D（2003）の「対立解消」の考え方につい

て提示する。

（１）“Conflict Resolution”とは

Table４　“CONFLICT”とは　（Brown,D 2003）
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Table５　“Conflict Resolution”について

（Brown,D 2003）

対立が生じるのは自然なことである。対立は対立と

して存在し、対立を解消するときには、勝ち負けは存

在しないのである。従って、相手を裁くという考え方

で接するのではなく、対立している二人に対して、和

解策を見出すのを手助けしようとする姿勢で関わるこ

とが極めて重要である。その手助けとは、助言をした

り、どうすべきかを教えたりすることではなく、むし

ろ、けんかしている両者が互いに損のないような解決

策－WIN-WIN SOLUTION－が見出せるように援助

するのである。解決をするのはあくまでも当事者なの

である。そのため、対立解消にあたっては、両者の言

い分をしっかり聴き止め、冷静に解決に向かうように

援助していく姿勢が必要である。

ミディエーションのプロセスとして、Brown,D

（2003）は、次の３つのステップ（“AL'S Formula

for Mediation”）を提示している。

（２）“AL'S Formula for Peer Mediation”

（Brown,D 2003）

＜AL'S法＞

①Ａgree（合意）

②Ｌisten（傾聴）

③Ｓolve（解決）

以上の対立解消モデル“AL'S Formula for Peer

Mediation”を、♯７以下で子どもたちに示した。そ

して、これを学習プリントとして児童に配布し、３人

グループで「対立している２人」、「仲裁に入る人」と

場面を設定し役割を交換してロールプレイングで体験

させ、スキルの獲得を図った。その後、グループ、学

級全体でシェアリングを行い、対立解消の心地よさを

味わった。

♯９.10では、学校生活の中で起こる対立場面を求

め、ピアサポート活動を実際に体験させた。その後、

「対立解消事例カード」としてまとめ、記録させた。

その一部を載せたのが、Table６である。対立解消ス

キルの般化がねらいである。

Table ６では、登校中、１年生と５年生の２人が対立

している場面に当該学級の６年生児童が遭遇し、Ｃ子

が対応した事例である。想記法にもとづいて記録させ

たものである。AS'L法を使って、見事に解決してい

るのが分かる。

尚、ここでいうListen（傾聴）は、カウンセリング

の基本技法（國分1979）「受容、繰り返し、明確化、

支持、質問」の５技法をさす。

Table６　Ｃ子の「対立解消事例カード」
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２．８．ピアサポート活動の導入前と導入後の「Ｑ－

Ｕ得点」の変化

ピアサポート活動の導入前と導入後の児童の変化を

測定するために、「たのしい学校生活を送るためのア

ンケート（Ｑ－Ｕ）」（河村、1999）を実施した。プリ

テストの実施時期は2004年10月28日、ポストテストは、

同年12月15日に実施した。

（１）「Ｑ－Ｕ尺度」におけるプリテスト・ポストテス

トにおける得点比較

Table ７　「Ｑ－Ｕ得点」の変化

Table ８　「Ｑ－Ｕ得点」の結果（N＝33）

Table８に示すように、「友人関係」、「学習意欲」、

「学級の雰囲気」の３項目及びそれらを統合させた

「学校生活意欲」、「承認得点」及び「被侵害得点」に

おいても有意差は認められなかった。しかし、それぞ

れの得点に増加傾向がみられた。（ただし、被侵害得

点については、逆転項目のため得点の減少は増加を示

す）若干ながら、有意傾向が見られたといってよいで

あろう。

３．まとめ

本研究においては、本年度のプロジェクトの始動が

９月からであったため、体制を整えて十分な実践研究

ができず、プロジェクト研究構成員全員の実践研究を
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示すことができなかった。

しかしながら、本研究で取り上げた「対立解消スキ

ル」をプロジェクト構成員で実際に体験した結果、子

どもの社会性の育成をはじめ人間関係形成能力を高め

る指導になりうることが強く示唆された。

文部科学省（2001）が、最近の児童生徒の問題行動

の背景や要因について、①社会性や対人関係能力が十

分に身に付いていない状況　②基本的な生活習慣や倫

理観等が十分しつけられていない家庭の状況　③生徒

指導体制が十分に機能していない学校の状況　④大人

の規範意識の低下や子どもを取り巻く環境の悪化が進

む社会全体の状況を挙げ、「社会性を育むプログラム

の開発や体験活動の充実を図るための支援」の必要性

を学校教育に求めているが、本研究が、子どもたちの

社会性を培う具体的なスキルとして提示できるのでは

ないかと考える。
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